
宇都宮市教育委員会の　　づくり人

ずっと続けてきた からこそ夢が叶う。
 苦しい時こそ続け ることがすごく大切だと思う。
夢を大きく持って諦 めずに続けてほしいって思います。

安 藤　梢 選手

目標をもう一度再確認して，自分に向き
合うことで困難を乗り越えた
̶今まで，一番，困難だと感じた時，どのようにして乗

り越えたのですか。

　日本女子代表から落選してしまったときが一番苦し

くて，サッカーが大好きでずっとやっていたんですけど，

その時はサッカーをするのが苦しいなっていうときが

ありました。

　でも，やっぱりもう一度「自分の夢は何か」っていう

のを自分自身に問いかけて，自分はワールドカップにも

出たい，オリンピックにも出たい，日本女子代表選手に

で１回１回のミスを気にするのではなく，そのミスを次

のプレイで取り返しにいくって言われて，それがすごく

心に残っています。

一緒にサッカーをやっている『仲間』，時
にはライバルだけど，そういう選手がい
たからこそやってこれた
̶自分を助けてくれる人はどんな人ですか。

　自分がずっとサッカー選手として続けてこれたのは，

まずは家族の支えがあって，どんな時でも家族が支え，

応援してくれたっていうのは大きかったのと，周りにい

る友達だったり，一緒にサッカーをやってる仲間ってい

うのも時にはライバルだけど，そういう選手たちがいた

からこそ切磋琢磨してやってこれたと思います。

　プレイで上手くいかない時に，サッカーはチームプレ

イでいつも周りの仲間が励ましてくれるし，目標に向

かっている途中で上手くいかない時でも，普段一緒に

プレイしている仲間が外から気にかけてくれて声をか

けてくれるというのは，サッカー続けていて何度もある

ので，すごく仲間は大切だなって思っています。

なってプレイしたいっていう目標があることを，もう一

度再確認して，うまくいかない時に自分がダメなところ

をしっかり認めて，うまくいかなかったところ，どこが

ダメだったかを考え，向き合いました。

「次の一秒を取りにいく」
̶自分を励ますための言葉を教えてください。

　ずっとサッカーをやっていて，「次の１秒を取りにい

く」という言葉をいつも胸に持ってプレイしています。

　二十歳の頃に出会ったコーチから言われた言葉で，

サッカーはミスがあるスポーツだから，試合中や練習

　宇都宮市が進めている，「社会総ぐるみによる人づくり」では，自分の夢や目標を
抱いてやりぬく心を持つことが大切だと考えています。
　宇都宮出身の女子サッカー選手安藤梢さんに，夢を抱いてやりぬいたエピソードや，
困難を乗り越えた時の行動について話を聞きました。

　平成29年11月26日（日），作新学院大学を会場
として「第10回うつのみや人づくりフォーラム」が
開催されました。フォーラムでは，「育もう　地域
の愛で　子どもの未来」をテーマとして，大人が子
どもの手本となり，みんなで人間力を高めるため
に，学校教育への支援活動などにより子どもの育
成に貢献していただいた方（教育支援者）に対す
る感謝状贈呈式や，地域の活動団体によるパネル
展示などを行う「地域教育メッセ」を開催しました。
その中で，宇都宮市出身のサッカー選手，安藤梢
さんから，夢を抱いてやりぬくことの大切さにつ
いてメッセージをいただきましたので，紹介します。

なでしこリーグ
浦和レッズレディース

～ひとり１スポーツの実現のため～
市内８地域スポーツクラブの活動を推進しています

　「地域スポーツクラブ」は，年齢や体力，目的などに応じて，だれもが，いつでも，いつまでも，身近な場所で
スポーツを楽しむことを目指して，地域の皆様が発起人となり，設立されました。市内の小学校や中学校など
の地域の施設を活用して様々なスポーツ種目や文化活動を行い，競技志向の方からエンジョイ志向の方まで
だれでも気軽に参加できることが特徴です。現在，泉が丘，河内，横川，清原，城山，豊郷，陽東，雀宮地域を
拠点に，８クラブが活動しておりますので，ぜひお近くの地域スポーツクラブの活動をのぞいてみてください。

1982年7月9日，宇都宮市生まれ。宇都宮女子高校，筑波
大大学院卒。2011年の女子W杯サッカーでなでしこジャ
パンのメンバーとして優勝に貢献。2009年から16年まで
ドイツの女子ブンデスリーガで活躍し，今年6月に帰国し，
古巣の浦和レッズレディースに加入した。

【問い合わせ】 スポーツ振興課 ☎028－632－2738
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